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本報告書は当研究所が平成 22 年度の研究プロジェクトの一つとして実施した「日米関

係の今後の展開と日本の外交」についての二つの研究グループによる研究成果をまとめた

ものです。 

 

本プロジェクトにおいては、特に日米関係・日本外交の現状と今後の展望に焦点をあて、

当該分野に詳しい専門家を結集して日米関係の今後の展開と日本の外交につき多角的に分

析・検討する研究会を設置し研究を行ってまいりました。本報告書はその成果として、研

究会合での報告・討議、海外調査出張、シンポジウムでの意見交換などで得られた知見を

もとに、わが国の対米政策をより有効なものとするための政策提言の一助とすべく「調査

報告書」としてまとめたものです。 

 

本研究プロジェクトは現実の政策立案への貢献を目指すものであると同時に、本研究プ

ロジェクトの実施を通じて日本にある外交政策シンクタンクの役割と機能を一層強化する

ことを目指すものでもあります。この目標のもとに 2010 年度においては研究会合での報

告・討議、海外調査出張、シンポジウムでの意見交換などを鋭意実施し、そこでの知見を

もとに同盟に関する新たな視点を数多く盛り込んだ「調査報告書」として、本報告書をま

とめることができました。 

 

ここに表明されている見解はすべて個人のものであり当研究所の意見を代表するもの

ではありません。しかし、このような成果が日本の外交政策の未来を考える上での意義あ

る一助となることを心から期待するものであります。 

 

最後に、本研究に積極的に取り組まれ、報告書の作成に尽力いただいた執筆者各位、な

らびにその過程でご協力いただいた関係各位に対し改めて深甚なる謝意を表します。 
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